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……暑い。もう八月も終わるというのに、暑い。それも、ムワッとした空気。ワイシャツが体にまとわりついて、気持ち悪い。こんな日はさっさと家に帰って、クーラーで涼みたい。
　家のドアを開ける。うん、やっぱり外より大分涼しい。でも、今日はこのまま家にいるわけにはいかないんだよな。急いで二階の自分の部屋まで上がり、着替える。ＴシャツとＧパン。手抜きすぎか？　いや、男子高校生なんてこんなもんだよな。変に気合い入れててもおかしいだろうし。

　一階へ降りる。玄関で靴を履いてると、ちょうど通りかかった母さんから声をかけられた。

「忍、どこ行くのよ」

　一瞬言葉に詰まる。なんとなく言いにくい。

「友達ん家」

　母さんとは目を合わせずに言う。別にウソはついてない。実際、友達だし。

「あら、珍しいわね。アンタ学校のこと全然話さないから友達いないんじゃないかって心配してたのよ」

　いやいや、失礼だろ。いくら自分の息子だからって、そんなこと言うか？

　母さんはそれから、ちゃんと勉強しなさいというようなことを言った。はいはい、分かってますよ。
「行ってくる」

　そのまま、母さんの顔は見ずに俺は家を出た。

えーと、地図は……あ、あった。俺はポケットから、折り畳まれた地図を出す。さっき着替えた後に、ポケットに突っ込んだものだ。地図を見て、俺は目的地に向けて歩き出した。

　俺が今日、こんな気温の中で外を歩いているのには理由がある。

放課後、留学生のリサは言った。

「シノブ、今日家来れへん？　助けてほしいことがあんねんけど……」

　金髪碧眼の美少女から上目遣いで頼まれて断れる男なんていない。助けてほしいことっていうのも分かってたし。

「いいよ、家事だろ？」

　俺が言うと、リサは頷く。何故このようなやり取りが成立するか。それはもう少し前にさかのぼる。
　リサは、二学期から俺のクラスにやってきた。交換留学ではなく、私費留学で。私費留学の場合、たいていの場合はホームステイをするか寮に入るかだそうだが、リサは独り暮らしをしている。高校生で独り暮らし。当然、相当な金が要る。毎日バイト三昧の彼女のため、俺は「家政夫」になることに決めたのだった。

　本当は俺だけでなく、もう一人家事を手伝うことになっていた奴がいる。俺の幼馴染のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みやこ),都)だ。手伝いを申し出たら、俺を家に上げるのは危ないとかなんとか言い出して、都も一緒に手伝うということで話がまとまったのだ。そんな風に言われるようなことした覚えないんだけどな、俺。

　そんな都にも、今日空いてるか訊いてみたら、
「ゴメン、今日はみっちりお稽古なの。発表会が来週だから、家も気合入ってて。本当はリサが危ないから一人で行かせたくないんだけど……。くれぐれも変なことするんじゃないわよ！」

　と、やけに「リサが」の部分を強調した言い方で言われた。

　稽古ってことは日舞か。都の家は、日舞の家元だ。そうやって聞くと、大和撫子のイメージを持つ人も多いかもしれない。確かに、日舞をやってるときはそんな風に見えなくもない。しかし、普段の都はお世辞にも大和撫子とは言えない。

　そんなことより、またそれかよ。俺は心の中でため息を吐く。教室の中でそんなこと言うなよな。人だっていっぱいいるんだから。これじゃあ俺、変態みたいじゃないか。これ以上変なあだ名ついたらどうしてくれるんだ。現状、俺のあだ名は忍者なんだぞ。勘弁してほしい。

　そんなことを考えながら俺は歩いていた。しかし、着かない。絶対この地図間違ってるだろ。俺はリサから渡された手書きの地図に目を落とす。リサが住んでいるアパートは、この近所のはずだ。だけど、それらしいものは見当たらない。道路ないはずのところに道路描いてあったりするし。なんだコレ。
　仕方ない。俺はポケットからスマホを取り出し、リサに電話する。こんなこともあろうかと、連絡先は交換してたんだよな。

「はい。どちら様ですか？」

　リサの声。流暢な日本語だが、やっぱりイントネーションは関西弁。本当に、どこで覚えたんだ。

　あと、どちら様ですかって、ケータイに電話したんだから表示されるだろ。予想外すぎて、一瞬言葉が出なかった。

「え、俺だけど……」

「オレオレ詐欺ですか！？」

　なんでそうなる。確かに今のは俺の返事も悪かったけど。

　リサは電話の向こうで騒いでいる。軽くパニックを起こしてるようだ。

「忍だけど」

　名乗っても、まだ騒ぎ続けている。多分自分の声で全然聞こえてないのだろう。

「忍だけど！」

　大声で言うと、どうやら今度はちゃんと聞こえたようで、とりあえずパニックは収まった。

「あ、シノブ？　なんや、それならはよEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆ),言)うてやー」

　いや、言ってたし。でもまあいいや。今はそれどころじゃない。

「あのさー、今日貰った地図なんだけど……これ、間違ってねえ？」

「えー、ウチ、間違うてた？　……あ」

　うん、何かあったな、これは。

「ゴメン、シノブ。ウチが渡したの、イングランドの家の地図やった……」

　ウソだろ。今までのは何だったんだ。

　それから俺は電話で道を訊いて、なんとかリサの家までたどり着くことができた。家は、俺ん家から十分くらいのところだった。時計を見ると、俺が家を出た時間から四十分くらいたっている。本当に何だったんだ、俺の貴重な三十分間。

　アパートの前には、リサが立っていた。タンクトップにショートパンツ。私服のリサは見たことがなかったので、ドキッとしてしまった。流石西洋人というべきか、スタイルがめちゃくちゃいい。普段下ろしている髪は、ポニーテールにしている。学校とは違う一面が見られて、なんか得した気分だ。

　俺が近づくと、リサは気づいてこっちに駆け寄ってきた。ポニーテールが揺れる。

「ホンマにゴメンな、シノブ」

　リサは申し訳なさそうに、上目遣いで言う。リサは女子としては背が高いけど、やっぱり俺の方が背が高いので、俺は必然的にリサを見下ろす形になる。そうなると、ついつい大きく開いた胸元に目が行く。見ないようにしようと下を向くと、今度は色白で長い脚に目が行く。目のやり場に困り、俺は顔を背けた。

　こんなところを見られたら、また都になんか言われるんだろうな。でも、こればっかりはどうしようもない。だって俺、そういう年頃だし。
「シノブ？」

　リサが俺の顔を覗き込む。不思議そうな顔で見つめている。

「い、いや、別に、なんでもないけど」

　そう言ってから、予想以上に早口になっている自分に驚く。なんか、余計に焦ってきた。

「ほな、行こか」

　リサはアパートの自分の部屋に向かって歩き出す。慌てて俺は後に続いた。

　ドアの前に着いて、俺は急に緊張してきた。よく考えたら、俺は都以外の女子の部屋には入ったことがない。都の部屋には小さい頃からよく出入りしてたから全く緊張なんてしないけど、今回の場合は話が別だ。

「どうぞ―」

　リサがドアを開けて、言う。

「お、お邪魔します」

　中に入る。玄関はきちんと片付いていて、きれいな感じだ。やっぱり女子だしな。整理くらいはしてるか。

　リサの後に続き、リビングに入る。すると、そこは予想外の状態だった。

　足場がない。とにかくたくさん物が置かれていて、床が見えない。

「ちょっと汚いんやけど……適当に座ってやー」

　ちょっとどころじゃないだろ、コレは。座るってどこに座ればいいんだよ。なんとなく人のものを勝手に触るのはいけないような気がして、俺はその場に立っていた。

　リサは出かける準備をしているようだ。忙しそうに動き回っている。そういえば俺、ここに来るのに大分時間使っちゃったもんな。時間が厳しいのかもしれない。
「バイトの時間、大丈夫か？」

「大丈夫やでー。ちょっと急がなアカンかもしれへんけど、すぐ近くやし」

　リサは手を止めずに言う。俺が立っている傍に、バッグが放り投げられる。さっきまでリサが忙しそうにしながら色々なものを詰め込んでいたバッグだ。
　一通りの準備を終え、一旦落ち着いた様子のリサが言った。

「ウチ、そろそろ出ようと思うねんけど、この部屋の掃除頼んでええ？」

「いいけど……」
　言葉は、言い切る前に遮られてしまった。

「ホンマ！？　おおきに！　ほな、行ってくるわ～」

　リサはそのまま、笑顔で部屋から去っていった。
こんなの、どこから手つければいいんだよ。大体、本人いないと要るものと要らないものの区別つかないんだけど。

とりあえず、辺りを見回す。すると、俺の傍にバッグが投げ捨てられているのに気付いた。今出ていったばかりのリサを思い出す。手には何も持っていなかった。リサはまだ、玄関にいるかもしれない。

「お～い、バッグ忘れてるぞ」

「あ、忘れとった！」

　玄関から声が聞こえてきた。よかった、間に合って。リサは駆け足でこっちにやってくる。と、そのとき、床に落ちていた何かに躓いた。

「キャッ！」

　危ない。そう思った瞬間、反射的に俺は動いていた。ブロンドヘアが舞う。あ、いい香り。
「大丈夫か？」

「う、うん、大丈夫……。シノブ、おおきに」

　派手に転ぶ前に、なんとか支えることができた。よかったと思った途端、自分の状態に気づいてリサを離す。それと同時に、ドアの辺りから何か、物が落ちる音が聞こえた。

「な、何……してるの……？」

　音のした方を振り向くと、都とその友達（名前は思い出せない）がそこにいた。都の足元には都のと思われるバッグが落ちている。急に、張りつめた空気。
「あ、ミヤコ。来てくれたん？」
　そんな空気にも全く動じず、リサが訊く。多分、この微妙な雰囲気に気付いてないんだろう。

　というか、どうすればいいんだ、この状況。めちゃくちゃ気まずい。なんでこんなことになってるんだよ。
「い、いや、別に……そういうのじゃなくて、ちょっと時間があったから寄ってみただけだから……。邪魔したね、ゴメン。じゃ、私帰るから」

　都はそのまま走って行ってしまった。そのあとを友達が追う。都の最後の言葉が、少しだけ震えていたのが気になった。

「ミヤコ、忙しいのにわざわざ来てくれたなんて……！」

　リサは目をキラキラさせて言う。俺は正直、それどころじゃなかった。都の反応が予想外のものだったから。絶対またいつもみたいに、うるさく言ってくるとばかり思ってたのに。わざとさっきの状況に触れないようにしてるみたいだった。都は思ったことをすぐ口に出してしまう性格だから、あんな都は珍しい。
　都に申し訳ないことをしてしまった気がする。でも、なんでだ？　別に、都に悪いことをしたわけではない。だけど、胸が痛んだ。

「あ！」
　突然リサが隣で大声を出したので驚いた。

「バイト遅れてまう！　ほな行くわ！」

　リサは大慌てで部屋を出ていった。部屋の中に突如訪れる静寂。行き場のないモヤモヤとした思いに支配されそうになり、それを振り切るように俺は作業に取り掛かった。

　次の日、学校へ行こうとして玄関へ向かう脚が重かった。昨日からずっと、モヤモヤしている。でも、こんなことで学校を休むわけにはいかない。俺は学校へ向かって歩き出した。

　教室に入ると、都はもう来ていた。いつもはもう少し遅いはずなのに。そんなことを考えていると、都と目があった。が、すぐにそらされる。気まずい。なんでこんな空気になってるのか自分でも分からないから、余計に。

　結局その日は、都と全く話さずに一日が終わろうとしていた。こんなことは、小学校の低学年の頃、大喧嘩をしたとき以来だ。

　学校が終わった。今日は特に用事もないし、家に帰ってのんびりしようと思って学校を出た俺は、数メートル歩いたところで、明日までに提出しないといけないプリントを机の中に忘れてきたことに気付いた。面倒だからそのまま帰ろうかとも思ったけど、忘れたのは厳しいことで有名な先生に提出するプリントだ。目をつけられたら、それはそれで後々面倒なことになる。仕方ない、戻るか。
　教室に入ろうとすると、中から女子の声が聞こえてきた。キャーキャー騒いでいる。なんとなく入りにくいけど、入っちゃいけない空気でもないからまあいいや。ドアを開けようとしたときだった。

「都はさー、足立くんとどうなの？」

　うわ、またこの話題かよ。小学校の頃からずっと言われ続けてきたからもう慣れたけど、やっぱりこの質問は困る。否定しても全然信じてくれないもんな。絶対からかわれて終わるだけだし。
　仕方ない。今入るのは無理だからとりあえず様子を見よう。きっとこの場は都が適当に話をそらして何とかするだろうから、皆がこの話題を忘れたころに入ればいいや。

「どうって……。別に、ただの幼馴染っていうか、腐れ縁？」

「またまたー、絶対ウソでしょ！　だって都、ちょっと顔赤くなってるし」

　え？
「あー、ホントだ！　じゃあやっぱり二人、付き合ってるの？」

　え、え？

「付き合ってなんかないよ、ホントに」

　都の声。珍しく、焦っているようだ。

「えー、そうなの？　でも都は好きなんでしょ、足立くんのこと」

　それはない。絶対に。否定してほしかった。だけど。

「う、うん……」

　都はそう言って黙り込んでしまった。途端に、教室の中の女子たちが一斉に騒ぎ出す。

　ウ、ウソ……だろ？　思考が停止し、俺はその場に立ちすくんでいた。教室の中では、女子たちが都を質問攻めにしている。その声をぼんやりと、内容は全く頭に入ってきてなかったけど、聞いていた。
「ちょっともー、やめてよ、皆！」

　都が言うのとほぼ同時に、ビシャッという音が聞こえた。

「都、大丈夫！？」

「あ、ゴメン。ペットボトルあるの気づいてなかった……。拭かなきゃ」

　どうやら、傍に置いてあったペットボトルを倒してしまったようだ。

「はい、雑巾。それにしても、都でも動揺することってあるのね。いつもしっかりしてて何があっても冷静だから、そんなことってないと思ってた」
「そんなの、動揺するに決まってるじゃない。こんな……」

　都のものとは思えない、少しフワフワとした声。都のことは小さい頃から知ってるけど、こんな声は今まで一度も聞いたことがなかった。
「あー、もう、照れちゃって。超乙女じゃん。顔真っ赤だし。カワイー」

「いい加減、からかうのやめてよっ！　私、雑巾洗ってくる」
　ヤバイ。そう思った時には、もうドアは勢いよく開けられていた。

「し、忍……？」

　都の顔が引きつる。思わず、俺は固まってしまった。少しの沈黙。そして、都は走っていってしまった。そのあとを、教室の中にいた女子たちが追いかけていく。俺はそれを見て、呆然と立ちすくんでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――続く
＜登場人物＞


○足立忍


　どこにでもいるような普通の高校生。なんとな


　く毎日が退屈。リサの発言により、「忍者」と


　いうあだ名をつけられてしまう。


○リサ・ローレンツ


　忍のクラスにやってきた留学生。イングランド


　出身。日本の文化が好きすぎて日本語を猛勉強したが、何故か関西弁を話す。私費留学なので生活費を稼ぐために毎日バイトをしている。好きな日本語は、「ギリ・ニンジャ」。


○市川都


　忍の、小学生の頃からの幼馴染。家は日舞の家元。日舞をしているときは大和撫子だが、少し乱暴者な一面もある。しっかり者で面倒見が良く、クラスでは学級委員をしている。





＜あらすじ＞


　足立忍はどこにでもいるような普通の高校生。変化のない毎日を退屈に感じていた。そんなある日、忍のクラスに留学生がやってくる。彼女の名前は、リサ・ローレンツ。イングランド出身でとびきりの美人だが、何故か話す言葉は関西弁。独り暮らしの彼女は生活費を稼ぐため、毎日バイト三昧。そんな彼女のために、忍は「家政夫」になることを申し出たのだった。
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